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(57)【要約】
【課題】　インターネットTVなどにおいて、広告主はタ
ーゲットグループの顧客属性を定義するなどして、ター
ゲットグループに属する顧客に広告を視聴させることが
出来るが、特定の視聴者の視聴する番組や広告を自由に
制御することができない。
【解決手段】企業が自社ユーザに自社がコントロールす
るIDを埋め込んだ視聴クライアントを配布することによ
り、自社ユーザの視聴する番組や広告をコントロールす
る。
【選択図】　図１



(2) JP 2008-48230 A 2008.2.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツタイプとコンテンツファイルの対応関係からなるコンテンツ配信ルールファ
イルを作成し、放送配信システムに登録し、また視聴クライアント毎にユニークなIDであ
る視聴クライアントIDを視聴クライアントに付与し、また該視聴クライアントIDと該コン
テンツ配信ルールファイルを関係付けて放送配信システムに登録する放送企画システムと
、
視聴者の操作に応じて、視聴クライアントIDと番組名からなる番組視聴要求を放送配信シ
ステムに送信し、該放送配信システムから番組コンテンツリストを受信し、該番組コンテ
ンツリストに基づき、放送配信システムにコンテンツを要求し、該放送配信システムから
受信したコンテンツを表示、出力する視聴者クライアントと、
コンテンツファイルと、番組を構成するコンテンツファイルのシーケンシャルなリストで
ある番組シナリオファイルを有し、また視聴クライアントからの視聴要求に含まれる視聴
クライアントIDと番組名に基づき、該視聴クライアントに配信すべきコンテンツのリスト
である番組コンテンツリストを作成し、該視聴クライアントに該番組コンテンツリスト配
信し、また視聴クライアントからのコンテンツ要求に応じてコンテンツファイルを該視聴
クライアントに配信し、そのログを記録する放送配信システム
からなる個人向け放送システム。
【請求項２】
　請求項１記載の放送配信システムはさらに、視聴クライアントからの視聴要求に応じて
、該視聴クライアントに配信すべきコンテンツのリストである番組コンテンツリストを作
成する際、該視聴要求に含まれる視聴クライアントIDと番組名と視聴者属性テーブルに基
づき、該視聴クライアントに配信すべきコンテンツのリストである番組コンテンツリスト
を作成し、
また請求項１記載の放送企画システムと視聴クライアントのどちらか一方またはその両方
が、放送配信システムの視聴者属性テーブルの編集機能を有する
ことを特徴とする個人向け放送システム。
【請求項３】
　請求項１から請求項２記載の視聴クライアントはさらに、放送配信システムから受信し
たコンテンツを表示、出力するに際し、視聴者属性レコードの情報をコンテンツに埋め込
むことを特徴とする個人向け放送システム。
【請求項４】
　請求項３記載の視聴クライアントはさらに、コンテンツを表示、出力するに際し、コン
テンツに含まれる文字情報を音声合成して音声として出力することを特徴とする個人向け
放送システム。
【請求項５】
　請求項１から４記載の放送配信システムはさらに、視聴クライアント毎の視聴要求され
た番組およびコンテンツのログを取得し、それを放送企画システムに送信することを特徴
とする個人向け放送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送企画者が視聴者に意図した番組を容易に視聴させうる個人向け放送シス
テムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ホームページやインターネットTVの劇的な普及に伴い、その視聴者に対する広告
手法も変わりつつある。放送事業者は、広告主が予め設定したターゲットグループの属性
と事前に別途収集した視聴者の属性をマッチングさせ、広告主の意図するターゲットグル
ープに属する視聴者にのみ広告を表示することができるため、効率の良い広告活動が可能
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である。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２４２７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記背景技術では、広告主が意図する特定の顧客が視聴する番組や広告を直接コントロ
ールすることができない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、視聴者が利用する視聴クライアントを特定する手段と、該特定された視聴ク
ライアントに対する番組や広告の配信を広告主が直接コントロールする手段を提供するこ
とにより、広告主が意図する特定の顧客が視聴する番組や広告を直接コントロールするこ
とができる。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の提供する個人向け放送システムでは、広告主が視聴クライアントを特定して、
該視聴クライアントに配信する番組や広告をコントロールすることができるため、例えば
広告主企業が営業活動や販促活動などで無料にて配布した視聴クライアントを利用した視
聴者に、広告主企業が視聴させたい番組や広告を視聴させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
図１は、本発明に係るビジネスモデルの概略を図示したものである。放送企画事業者１０
１０～１０１２は、視聴クライアントにユニークなＩＤを付与して、視聴者１１００に無
料または安価に配布する。放送企画事業者とは、大口の広告主企業や小口の広告主企業を
まとめる広告代理店などを想定しているが、その限りではない。また配布した視聴クライ
アントのＩＤと該視聴クライアントに配信される番組や広告をコントロールするためのコ
ンテンツ配信ルールを放送配信事業者１２００に登録する。
【０００８】
　視聴者１１００は視聴クライアントを用いて放送配信事業者１２００に番組の視聴要求
を送信すると、放送企画事業者が意図した番組や広告を視聴者１１００に配信することが
できる。
【０００９】
　図２は、本発明に係わるビジネスモデルの詳細を示したものである。
放送企画事業者１１００は、まずコンテンツ配信ルールを作成し、放送配信事業者に登録
し、視聴クライアントIDを付与した視聴クライアントを視聴者１１００に配布し、その視
聴クライアントのＩＤを放送配信事業者１２００に登録する。また該視聴者１１００の属
性情報を所有している場合は、ＩＤの登録と合わせて視聴者属性も放送配信事業者１２０
０に登録する。
【００１０】
　放送配信事業者１２００は、視聴者１１００からの視聴要求を受け付けた際、放送企画
事業者１０１０が事前に登録した視聴クライアントのＩＤに基づき、適用すべきコンテン
ツ配信ルールを検索し、該コンテンツ配信ルールに従い、該視聴者に視聴させるコンテン
ツリストを視聴者１１００に配信する。
【００１１】
　視聴者１１００は、受信した該コンテンツリストに基づき、放送配信事業者１２００に
コンテンツの視聴を要求し、受信したコンテンツを視聴する。
【００１２】
　放送配信事業者１２００はまた、視聴者１１００ごとに視聴したコンテンツのログを、
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該視聴者１１００の利用している視聴クライアントのＩＤを登録した放送企画事業者１０
１０に送付する。
【００１３】
　図３は本発明に係るシステムの概略を示すものである。
視聴クライアント２０００は視聴者１１００が利用する端末システムである。視聴クライ
アント２０００は、視聴者１１００からの入力を受け付ける入力部２５００、映像や音声
などを表示または出力する表示および出力部２４００、文字情報を音声情報に変換する音
声合成部２３００、視聴クライアント２０００内で動作するアプリケーションであるクラ
イアントアプリケーション２２００、視聴クライアント２０００で利用するデータを格納
するデータベース２１００からなる。
【００１４】
　放送企画事業者１０１０～１０１２が利用する放送企画システム３０００は、利用者か
らの入力を受け付ける入力部３４００、表示および出力を行う表示および出力部３３００
、放送企画システム３０００内で動作するアプリケーションであるサーバアプリケーショ
ン３２００、放送企画システム３０００で利用するデータを格納するデータベース３１０
０からなる。
【００１５】
　放送配信事業者１２００が利用する放送配信システム４０００は、利用者からの入力を
受け付ける入力部４４００、表示および出力を行う表示および出力部４３００、放送配信
システム４０００内で動作するアプリケーションであるサーバアプリケーション４２００
、放送配信システム４０００で利用するデータを格納するデータベース４１００からなる
。
【００１６】
　視聴クライアント２０００、放送企画システム３０００および放送配信システム４００
０はネットワーク５０００で相互に接続されている。
【００１７】
　図４は、視聴クライアント２０００のクライアントアプリケーション２２００の詳細で
ある。
視聴クライアントＩＤ登録処理２１１０は、ネットワークまたは接続端子などで直接接続
された放送企画システム３０００から渡されたＩＤ情報を視聴クライアントＩＤのデータ
ベース２１００に登録する処理である。
【００１８】
　視聴処理２１３０は、視聴クライアントにおいて視聴者１１００がコンテンツを視聴す
る一連の処理である。図５に視聴処理２１３０の詳細をＰＡＤ図で示す。
【００１９】
　処理ステップ２１３１では、視聴クライアント２０００の入力部２５００で視聴者１１
００より指定された番組名と、データベース２１００に格納されている視聴クライアント
ＩＤを放送配信システム４０００に送信する。
【００２０】
　処理ステップ２１３２では、上記送信した番組名に対応したコンテンツリストを受信す
る。
【００２１】
　反復ステップ２１３３では、処理ステップ２１３２で受信したコンテンツリストに含ま
れる全てのコンテンツに対して、処理ステップ２１３４以降の処理を適用する。
【００２２】
　処理ステップ２１３４では、処理対象であるコンテンツの名称またはその識別子を放送
配信システム４０００に送信する。
【００２３】
　処理ステップ２１３５では、上記送信したコンテンツ名称またはその識別子に対応した
コンテンツファイルを受信する。
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【００２４】
　判定ステップ２１３６では、上記コンテンツ名称またはその識別子でコンテンツの種別
を判定し、テンプレートタイプの場合、処理ステップ２１３７～２１３８の処理を行う。
テンプレートタイプでない場合は、処理ステップ２１３９を行う。
【００２５】
　処理ステップ２１３７では、上記テンプレートタイプのコンテンツに視聴者属性情報を
埋め込む。図６にテンプレートタイプのコンテンツの例を示す。図６の文字列は、記号「
％」に囲まれた部分を視聴者ニックネームの文字列に置き換えるテンプレートを意味する
。処理ステップ２１３７では、視聴クライアント２０００のデータベース２１００に格納
されている所長者属性情報から視聴者ニックネームを抽出し、文字列の置換処理を行う。
例えば視聴者ニックネームが「あーちゃん」である場合、図６に示すテンプレートタイプ
のコンテンツは、「あーちゃんさん、こんにちは」という文字列に変換される。
【００２６】
　処理ステップ２１３８では、音声合成２３００によりステップ２１３７で得られた文字
列を音声コンテンツに変換する。
【００２７】
　ステップ２１３９では、コンテンツの種類に応じて視聴クライアント２０００の表示お
よび出力部２４００に出力する。
【００２８】
　図４の説明に戻る。視聴者属性登録および編集処理２１５０は、視聴クライアント２０
００の入力部２５００を視聴者１１００が操作して、視聴者の属性情報を視聴クライアン
ト２０００のデータベース２１００に格納するか、放送配信システム４０００に登録する
かのどちらか一方または両方を行う。
【００２９】
　図７は放送企画システム３０００のサーバアプリケーション３２００の詳細である。コ
ンテンツ配信ルール作成処理３２１０は、放送企画システム３０００のユーザが入力部３
４００を操作してコンテンツ配信ルールを作成および編集する処理である。
【００３０】
　図９にコンテンツ配信ルールの例を示す。コンテンツ配信ルール５０００は、コンテン
ツタイプとコンテンツファイルの対応表である。コンテンツ配信ルール５０００では、「
イントロダクション」というコンテンツタイプには、「Ｈ社今日のイベント」が割り当て
られている。また「炊飯器広告」には「Ｈ社ＩＨ炊飯ジャーCD33ＣＭ」が、「冷蔵庫広告
」には「Ｈ社冷凍冷蔵庫EF88ＣＭ」が割り当てられている。これは、このコンテンツ配信
ルールに従えば、ＣＭに炊飯器が指定されているときは必ずＨ社の炊飯器のＣＭが配信さ
れることを意味する。作成したコンテンツ配信ルールは一旦放送企画システム３０００の
データベース３１００に格納される。
【００３１】
　図７の説明に戻る。コンテンツ配信ルール登録処理３２３０は、予め放送企画事業者に
割り当てられた放送企画IDと上記データベース３１００に格納されているコンテンツ配信
ルールを関係付けて放送配信システム４０００に登録する。
【００３２】
　視聴クライアントＩＤ付与処理３２５０は、視聴クライアントごとにユニークなＩＤを
採番し、ネットワークまたは接続端子などで直接接続された視聴クライアント２０００に
そのＩＤ情報を登録する処理である。
【００３３】
　視聴クライアントＩＤ登録処理３２７０は、上記放送企画IDと視聴クライアントＩＤ付
与処理３２５０で付与したＩＤを関連付けて放送配信システム４０００に登録する。
【００３４】
　視聴者属性登録および編集処理３２９０は、放送企画システム３０００のユーザが入力
部３４００を用いて、前記視聴クライアントのＩＤとそのクライアントを配布した視聴者
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１１００の属性情報を関係付けて放送配信システム４０００に登録する。
【００３５】
　図８は、放送配信システム４０００のサーバアプリケーション４２００の詳細である。
コンテンツ配信ルール登録処理は、放送企画システム３０００のコンテンツ配信ルール登
録処理３２３０で登録依頼された放送企画IDとコンテンツ配信ルールを関係付けてデータ
ベース４１００に格納する。
【００３６】
　視聴クライアントＩＤ登録処理４２３０は、放送企画システム３０００の視聴クライア
ントＩＤ登録処理３２７０で登録依頼された視聴クライアントＩＤと放送企画IDを関係付
けてデータベース４１００に格納する。
【００３７】
　視聴者属性登録および編集処理４２５０は、放送企画システム３０００の視聴者属性登
録および編集処理３２９０で登録依頼された、視聴クライアントのＩＤとそのクライアン
トを配布した視聴者１１００の属性情報を関係付けてデータベース４１００に格納する。
【００３８】
　コンテンツリスト作成および配信処理４２７０は、視聴クライアント２０００からの視
聴要求に応じて配信するコンテンツのリストを配信する。図１０にコンテンツリスト作成
および配信処理４２７０の詳細をＰＡＤ図で示す。
【００３９】
　処理ステップ４２７１では、視聴クライアント２０００の視聴要求に含まれる番組名を
検索キーにしてデータベース４１００に格納されている番組シナリオファイルを検索する
。
【００４０】
　図１１に番組シナリオファイルの例を示す。図１１の番組シナリオファイル６０００は
、視聴順番を意味するインデックスと、コンテンツタイプとコンテンツファイルの対応表
である。番組シナリオファイル６０００の表す番組は、「イントロダクション」、「交通
情報20060808_1000」、「炊飯器広告」、「ヘッドラインニュース20060808_0800」、「冷
蔵庫広告」の順のコンテンツの並びを意味する。「交通情報20060808_1000」、「ヘッド
ラインニュース20060808_0800」は実在するコンテンツファイルであるが、「イントロダ
クション」、「炊飯器広告」、「冷蔵庫広告」は適用されるコンテンツ配信ルールによっ
て実際に配信されるコンテンツファイルが決定される。
【００４１】
　図１０の説明に戻る。コンテンツ配信ルール検索４２７２では、上記視聴クライアント
ＩＤを検索キーにして、視聴クライアントＩＤ登録処理４２３０でデータベース４１００
に格納されている視聴クライアントＩＤと放送企画ＩＤのペアを検索し、該視聴クライア
ントＩＤに対応する放送企画ＩＤを検索する。次に得られた放送企画ＩＤを検索キーにし
てデータベース４１００を検索し、対応するコンテンツ配信ルールを検索する。
【００４２】
　処理ステップ４２７３では、ステップ４２７１で得られた番組シナリオのコンテンツタ
イプを、ステップ４２７２で得られたコンテンツ配信ルールに基づきコンテンツファイル
に置き換えることで、コンテンツリストを生成する。図１０の番組シナリオ6000と図９の
コンテンツ配信ルール５０００の場合は、番組シナリオ６０００中にコンテンツタイプと
して定義されている、「イントロダクション」、「炊飯器広告」、「冷蔵庫広告」は各々
「Ｈ社今日のイベント」、「Ｈ社ＩＨ炊飯ジャーCD33」、「Ｈ社冷凍冷蔵庫EF88」に置き
換えられる。こうして作られたコンテンツリストの例を図１２に示す。
【００４３】
　処理ステップ４２７４では、ステップ４２７３で得られたコンテンツリストを視聴クラ
イアント２０００に配信する。
【００４４】
　図８のサーバアプリケーション４２００の説明に戻る。コンテンツ配信処理４２９０は
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、視聴クライアント２０００から要求されたコンテンツを視聴クライアント２０００に配
信する。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　企業が自社顧客に自社に属するＩＤを埋め込んだ視聴クライアントを配布することによ
り、自社顧客の視聴する番組や広告をコントロールすることが可能。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】ビジネスモデルの概略。
【図２】ビジネスモデルの詳細。
【図３】システム概略。
【図４】視聴クライアントのクライアントアプリケーション。
【図５】視聴クライアントの処理ＰＡＤ図。
【図６】テンプレートタイプのコンテンツの例。
【図７】放送企画システムのサーバアプリケーション。
【図８】放送配信システムのサーバアプリケーション。
【図９】コンテンツ配信ルールの例。
【図１０】放送配信システムの処理ＰＡＤ図。
【図１１】番組シナリオファイルの例。
【図１２】生成されたコンテンツリストの例。
【符号の説明】
【００４７】
　１０１０～１０１２　　放送企画事業者、　１１００　　視聴者、　１２００　　放送
配信事業者、　２０００～２５００　　視聴クライアント、　３０００～３４００　　放
送企画システム、　４０００～４４００　　放送配信システム、　５０００　　コンテン
ツ配信ルール、　６０００　　番組シナリオファイル、　７０００　　コンテンツリスト
。
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